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はじめに
　発達障害児者に対して、ABA（応用行動分析学）
に基づいて、地域での生活やコミュニケーションに
対して積極的な行動支援がなされてきた（小林・山
本・加藤,1997；山本・池田,2005）。こうした理論
的背景に基づきながら、発達障害児者が主体的に活
動するために必要な具体的な手立て、支援のための
モノ・手段に焦点を当てたものとして、「支援ツー
ルによる支援」がある（武藏,2006）。
　支援ツールとは、支援者が共通理解を深めるため
の手段（協働ツール）、本人が分かって動けるため
の手がかり（自発を促す手がかりツール、実行を助
ける手がかりツール）、認め合う関係をつくる評価
記録（交換記録ツール）から構成される。そして、
発達障害児者本人が自ら利用できる刺激布置・機会
を社会環境に構築すること、社会環境側から認めら
れやすい反応型・産物をもつ発達障害児者の行動を
継続的に社会環境の注目下におくことを支援方略と
してきた。
　富山大学人間発達科学部附属養護学校では、平成
８から16年度まで「一人一人の教育的ニーズに応じ
た支援はどうあるべきか」という研究主題を設定し
た。第一次研究（平成８から10年度）は「家庭でも
使える支援ツール作り」、第二次研究（平成11 ･ 12
年度）は「個性を生かす支援ツールと環境づくり」、
第三次研究（平成13･14年度）は「個別の指導計画・
支援ツール・児童生徒を取り巻く環境」、第四次研
究（平成15 ･ 16年度）は第三次研究の継続としてき
た（富山大学教育学部附属養護学校,2004b）。この
ように一貫して、支援ツールを活用した教育実践を
進め、「児童生徒が自立的な生活を送るために」「積
極的に行う対応」を強調してきた。
　こうしてなされた教育実践は様々な形で公にさ
れた（例えば、富山大学教育学部附属養護学校, 
2001；2004a）。発達障害児者への指導・支援の方略
としても有効性が示されている。
　しかしながら、児童生徒に対して支援ツールを使
用し指導・支援を行っている教員の側にどのような
効果があるかについては十分に検討されていない。
教員の側はどのような意識に基づいて支援ツールを
使用しているのか、児童生徒が支援ツールを使うこ
とおよびその指導・支援の結果に対して、どのよう
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な評価を下しているのか、今後の教員自身の教育実
践に支援ツールをどのように生かしていくのか等で
ある。発達障害児者への指導・支援の方略としての
有効性を検討する上で、教師の側の要因を検証する
ことは欠かせない。
　本報告では、児童生徒への指導・支援において、教
員が支援ツールを活用することにより、教員の側にも
たらされる効果について検討することを目的とした。
方法
１．対象者
　富山大学人間発達科学部附属養護学校で、2004年
度に、小学部・中学部・高等部のいずれかにおいて、
担任または副担任をしていた教員17名であった。
２．アンケート調査の内容
　普段の授業や家庭への支援で使用している支援
ツールについて、教員の意識を探ることを目的とし
て、「支援ツールに関する教員アンケート調査」を
作成した。その調査項目を表１に、アンケート用紙
を資料に示した。
　問１から問３は、支援ツールに対する教員自身の
意識を問うものである。問１は、支援ツールによる
支援を知ってからの年数を選択肢で回答する項目で
ある。問２、問３は、支援ツールに関しての意欲や
関心、理解について、教員自身の判断を五件法で回
答する項目である。
　問４から問６は、教員が担任した児童生徒への指
導・支援と支援ツールの関係を問うものである。対象
となった教員が担任した学級の中から、無作為に３
から４名の児童生徒を抽出し、その個別の指導計画
にあげられた長期目標と支援ツールについて質問し
た。問４は、児童生徒の個別の指導計画を達成するた
めに用いた支援ツールについて記述する項目である。
問５は、その個別の指導計画の長期目標の達成度合
いを五件法で回答する項目である。問６は、用いた支
援ツールの作成経緯を選択肢で回答する項目である。
　問７、問８は、児童生徒に対して行った支援ツー
ルによる支援の効果を問うものである。問７は全般
的な評価を、問８はより詳細な評価をそれぞれ五件
法で回答する項目である。
　問９から問11は、支援ツールで支援を実施しに
くい児童生徒の問題、支援ツールによる支援での困
難さや課題、さらに、今後に必要とされることにつ
いて、自由記述で回答する項目である。
　問12、問13は、教員が支援ツールによる支援を学
んで行うことにより、教員自身が得たことについて
問うものである。問12は行動的な側面、問13は認知
的な側面をそれぞれ五件法で回答する項目である。
　問14､ 問15は、支援ツールによる支援の普及と自
己研修について問うものである。それぞれ選択肢で
回答する項目である。
３．アンケート調査の実施
　対象となる教員に、アンケートの趣旨を説明した
上で、アンケート調査用紙を配布し、後日回収した。
アンケート実施期間は2005年９月であった。
４．アンケート調査の回収および結果の処理
　対象者全員からアンケートを回収できた。選択に
よる回答は単純集計した。記述による回答は重複を
避けて整理した。
結果
１．教員の支援ツールに対する意識
１．１．「問１．支援ツールを知ってからの年数」
　対象者の70％（12名）は支援ツールを知って5年
未満であった。この結果を図１に示した。ほとんど
の教員が附属養護学校に異動してきてから、支援
ツールについての研修を受けて、学んでいることが
表１　支援ツールに関する教員アンケ トー調査の項目
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養護学校における支援ツールの活用と教員研修
分かる。附属養護学校では、校内研修会により、支
援ツールについて研修するだけでなく、先輩教員か
らアドバイスを受けたり、過去の事例や書籍を追試
しながら、実践を通して支援ツールを学んでいた。
１．２．「問２・３．支援ツールへの意欲や関心、理解」
　「大変意欲・関心をもてた」「意欲・関心をもてた」
を合わせ、94％（16名）が支援ツールづくりに意欲・
関心を持てたと回答した。この結果を図２に示した。
問３では、対象者全員が支援ツールを「理解できた」
と回答した。個々の教員の理解に違いはあるだろう
が、それでも、全員が「理解できた」と回答したこ
とが注目に値する。
　附属養護学校内での普段の教育活動の中に、支援
ツールが広く活用されており、身近な実例を通して
学ぶ機会がある。加えて、教員自身が担任した児童
生徒に支援ツールを試す機会があり、その効果を確
認できたためと考えられる。
２．児童生徒に対しての支援ツール
２．１．「問４．児童生徒の「個別の指導計画」と導
入した支援ツール」
　対象となった教員が担任した学級から、無作為に
３から４名ずつ、計32名の児童生徒を選び、個別の
指導計画の長期目標を書き出した。書き出された長
期目標は全部で86件であり、選ばれた児童生徒一人
に３つ程度の目標が立てられていた。
　学部や児童生徒の年齢や障害の程度により、個別
の指導計画の長期目標も異なるが、その一例は次の
ようである。コミュニケーション（例えば、言葉で
要求や簡単な話のやりとりができる）、基本的生活
習慣（例えば、ひとりではみがきをすることができ
る）、自律性（例えば、時間を意識して活動に取り
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図１　問１．支援ツールを知ってどのくらい？
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図２　問２．支援ツールに意欲・関心を持てた？
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表２　作成された支援ツールの例
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組むことができる）、健康と安全（例えば、イライラし
た時や困ったときに自分で落ち着ける）等である。
　これらの書き出された長期目標（86件）を達成す
るための具体的手立てとして、支援ツールを導入し
ている割合は83％（69件）に及んだ。１つの長期目
標に対して、複数の支援ツールを組み合せて指導を
実行している場合もあり、アンケートに記された支
援ツールの総数は109個であった。様々な支援ツー
ルが活用されていた。その一例を表２に示した。
２．２．「問５．児童生徒の長期目標の達成度合い」
　支援ツールを導入した児童生徒の長期目標（69件）
のうち、「達成した」「おおむね達成した」をあわせ、
70%（45件）で長期目標を達成できたと回答があっ
た。この結果を図３に示した。支援ツールを導入し
ていない場合との比較はないが、児童生徒の長期目
標を達成する上で、欠かせない手段となっていると
言えるであろう。個別の指導計画は、一人ひとりの
児童生徒の長期・短期目標や支援の方法をまとめた
ものであるが、具体的な支援の手立てとしての支援
ツールを加えることで、支援の実行性を高めること
が可能となるであろう。
２．３．「問６．児童生徒の支援ツールの作成経緯」
　対象者が児童生徒の長期目標を実現するために導
入した支援ツール（109個）をどのように作成した
かをまとめて図４に示した。
　他の教員や児童生徒が使っているものを参考にし
て、担任した児童生徒に合わせて改良した「追試・
改良」が35％（38個）、他で使用しているものを同
じように実践した「追試」が22％（24個）で、あわ
せて６割近くを占めた。先行事例で効果をあげた支
援ツールを試して、その上で、児童生徒の実態にあ
わせて改良する形がとられていた。支援ツールが障
害の程度や特性をこえて、個々の児童生徒にあわせ
て仕立てることができることを示している。
　支援ツールの考え方を参考にして、教員が自ら作
成した「自作」は21％（23個）であった。研修会や
書籍等から学ぶ機会はあっても、新たに作成して試
すのは簡単なことではないことが示された。
　また、以前からの児童生徒が使用していた支援
ツールを引き続き使用した「移行」が８％（９個）、
引き継いだものを改良して使用した「移行・改良」
が５％（５個）で、あわせてほぼ１割であった。児
童生徒の長期目標を達成するために学年を超えて引
き継がれることも示された。
　 「その他」の９％（10個）は、市販のキッチンタ
イマーやカウンター、携帯電話、VOCA（ボカ；携
帯用意思伝達機器）を使用したものであった。
２．４．「問７・８．児童生徒への支援ツールによる
支援の評価」
　支援ツールによる支援の全般的な評価（問７）は、
対象者全員が「有効である」と回答した。より詳細
な評価（問８）はまとめて図５に示した。
　児童生徒が支援ツールを使うことにより、「自立
を促す」「主体的に行動できる」「行動を行いやすく
なる」という評価が高かった。次いで、「生活の質
が向上する」「手がかりで自発的に行動する」「褒め
られ認められる」があげられた。
　児童生徒が、支援ツールを使ってでも自ら取り組
み、分かって行動することが、社会自立や主体性を
もった生活につながると、すべての教員がそろって
考えている点は注目に値する。
　実践を通じて、個々の教員が支援ツールによる支
援の効果を実感しているためであろう。教員集団の
共通した児童生徒への支援の考え方がバックボーン
にあり、これがさらに、支援ツールによる支援を深
めるものとなっている。
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図３　問５．児童生徒の目標を達成できた？
図４　問６．支援ツールはどのように作った？
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養護学校における支援ツールの活用と教員研修
２．５．「問９．支援ツールによる支援しにくい児童
生徒」
　支援ツールによる支援がしにくい児童生徒が「い
る」が56％（９名）、「いない」が38％（６名）とい
う回答であった。「いる」という回答の自由記述の
内容をまとめて表３に示した。その理由として、児
童生徒の自己効力感、注意持続、気分・耐性、認知・学
習能力と、保護者等の支援者側の要因があげられた。
　こうした児童生徒に支援ツールを適用するために
は、アセスメントと支援ツールの作成・使用方法を
より検討していくことが課題である。
２．６．「問10．支援ツールによる支援での困難さ・
課題」
　自由記述で得られた回答をまとめて表４に示し
た。支援ツールによる支援の困難さや課題として、
「児童生徒へのアセスメントや指導に関わること」
をあげるものが最も多かった。次いで、「学校内で
の引き継ぎ、家庭や他機関との連携や移行」をあげ
るものが多かった。
　日頃の教育活動においても、個々の教員が悩みや
課題を抱えながら従事していることが分かる。児童
生徒の長期目標に応じて、支援ツールを作成して児
童生徒に与え、一通りの指導をすれば、ことが足り
るのではない。常に変化・成長する児童生徒、異な
る要因が影響する家庭や地域に、どのように支援
ツールを適用していくのか、そのノウハウを高めて
いく必要が示唆された。
２．７．「問11．支援ツールによる支援の今後の方向」
　自由記述で得られた回答をまとめて表５に示し
た。支援ツールによる支援の今後の方向として、「家
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図５　問８．児童生徒が支援ツールを使う上での
評価は？
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表３　支援しにくい児童生徒の問題
表４　支援ツールによる支援の困難さ・課題
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庭や他機関との連携や移行を促進すること」を期待
するものが最も多かった。次いで、「児童生徒が支
援ツールを使うことの発展や展開」についてである。
回答の多くは、このいずれかに大別された。
　連携や移行に関しては、支援ツールの作成や使い
方そのもの、支援ツールを通じて児童生徒の支援の
ポイントを伝える、協働ツールにより児童生徒の移
行を図る、支援ツールの方法論の啓発等の多岐にわ
たる内容が示された。連携や移行をどのように進め
ていくのか、その中で、支援ツールがどのような役
割を果たしていくのか、現在のところはまだ焦点が
絞られていない。
　支援ツールによる支援の発展・展開に関しては、
児童生徒の意欲、年齢、障害の程度や能力に応じた
支援ツールの発展の方向が示された。また、生活の
中で活用していくために、生活にフィットしたもの
が求められている。
３．教員にとっての支援ツール
３．１．「問12．教員が支援ツールによる支援から得
たもの・行動的な側面」
　児童生徒への指導・支援において支援ツールを活
用することにより、教員が得られることについてま
とめて図６に示した。「システムが分かりやすい」「教
員の専門性が高まる」「周りとの連携・協働ができる」
「支援が行いやすい」という評価が高かった。次い
で、「児童生徒が使うのがうれしい」「支援を行う手
がかり」「移行がしやすい」があげられた。
　教員は、児童生徒への支援が行いやすいこと、児
童生徒への支援に関して周囲と連携しやすいこと
が、支援ツールによる支援の利点を捉えている。
　このように児童生徒への指導・支援において支援
ツールを使うことで、教師自身も得るものが多くあ
ることが示された。このことが児童生徒へ支援ツー
ルを使い続け、さらに改良して進める原動力となっ
ている。
３．２．「問13．教員が支援ツールによる支援から得
たもの・認知的な側面」
　支援ツールを使用するときに、教員がどのような
意識でいるのかをまとめて図７に示した。児童生徒
が「主体的に行動するように」「物理的な環境を整
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図６　問12．教員が支援ツールを学ぶ・使うことの
評価は？
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表５　支援ツールの今後の方向
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養護学校における支援ツールの活用と教員研修
えて」「援助を見きわめ適切な段階で」支援すると
いう評価が高かった。
　４種の支援ツールそのものや、課題の分析法その
ものより、児童生徒の指導・支援に直接に関わるこ
とを念頭においていることが示された。
３．３．「問14．支援ツールによる支援の普及」
　 「大変そう思う」「そう思う」の回答を合わせ、
94％（16名）が支援ツールを広めたいと思うと回答
した。この結果を図８に示した。その理由としては、
「システムをして分かりやすい」「様々な支援の整
理と理解のためになる」「児童生徒に分かりやすく
目に見える支援」「自発的に動くことが実現できる」
等があげられた。
３．４．「問15．目標とする教師像への自己研修」
　 「少し前進した」の回答が71％（12名）であった。
この結果を図９に示した。その理由としては、「児
童生徒が主体的に行動できるための方法論を身につ
けられた」「支援ツールが有効に働いたときに自分
の自信となった」等があげられた。
　その一方で、「分からない」という回答が29％（５
名）であった。その理由としては、「自分が目標と
する教師像がよく分からない」「自分の願う姿と支
援ツールがどのようにつながるのか分からない」等
があげられた。
考察
　長年にわたり支援ツールを学校研究課題として取
り組んできた富山大学人間発達科学部附属養護学校
の教員を対象に、「支援ツールに関する教員アンケー
ト調査」を実施し、17名の教員より回答を得た。
　児童生徒の個別の指導計画の実現に向けて、その
具体的な支援の手立てとして、支援ツールが活用さ
れていた。児童生徒への指導・支援として、有効性
が高く評価された。児童生徒の自立を促し、主体的
に行動を行い、行動を行いやすくするものであった。
　支援ツールは、児童生徒への指導・支援のみなら
ず、教員の教育活動にも大きな影響を与えていた。
支援ツールの多くは、追試あるいはその改良による
ものであった。対象児童生徒の個々の違いをこえて、
共通した枠組みで指導・支援を捉えることができ、
教員集団が協働しあえる可能性を高めるものであっ
た。さらに、教員にとっても、支援が行いやすく、
周囲との連携や協働をしやすいシステムであった。
教員の指導・支援への意識を高める働きも示された。
　その一方で、支援ツールで支援のしにくい児童生
徒、支援ツールによる支援で感じる困難さや課題も
浮き彫りとなった。
　こうした点を改善していくために、今後の課題を
まとめる。
　第１に、発達障害児童生徒の障害の特性をより精
密に捉えるアセスメント方略を開発し、支援ツール
の作成・開発とその使用に際して適用していくこと
が求められる。
　第２に、個々の教員のアセスメント能力と、それ
に基づいて指導・支援を適用する能力を高める実践
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図７　問13．教員が支援ツールで支援するときの
考え方は？
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図８　問14．支援ツールを広めたい？
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図９　問15．目標とする教師像へ近づけた？
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研究を続けて展開することである。
　第３に、支援しにくい事例についての情報の蓄積
である。すでにいくつかの事例報告がある（例えば、
高畑・牧野,2004）が、そこでの結果をノウハウと
して一般化・共通化していくことである。
　第４に、連携・協働に関する実践を深めることで
ある。他機関との連携、保護者や地域の人との協働
を多面的に行う必要がある。いくつかの先行実践は
ある（例えば、武藏,2004）が、その方略や具体的
な連携の手順は明らかにしていくことである。
　第５に、個々の教員の連携する力、他機関の支援
者や保護者に、指導・支援、さらには支援ツールに
よる支援についてアドバイスする力、コンサルテー
ション能力をたかめる実践研究を行うことである。
　支援ツールによる支援を広めるには、その一部の
みを強調するのではなく、児童生徒の行動のつなが
りに即して、支援ツールを組み合わせて一貫した支
援を進めることにある。これは、教師間の協働がそ
うであったように、保護者や他機関の支援者との連
携でも同様であろう。
　今後とも、発達障害児者の自立のために、支援ツー
ルが活用されることを願ってやまない。
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養護学校における支援ツールの活用と教員研修
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